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午前九時〇〇分開議 

○議長（髙野正君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これから本日の会議

を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 議案第１号 美浜町農業委員会の委員及び美浜町農地利用最適化推進委員の

定数に関する条例の制定についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第１号 美浜町農業委員会の委員及び美浜町農地利用最適

化推進委員の定数に関する条例の制定につきまして細部説明を申し上げます。 

 先般、担い手への農地利用の集積・集約化や遊休農地の発生防止と解消、新規参入の促

進といった農地等の利用の最適化を推進することを目的として、農業委員会等に関する法

律が改正され、平成２８年４月１日から施行されました。 

 その主たる内容につきましては、農地等の利用の最適化を推進することが農業委員会業

務の重点項目として法律上明確にされたこと、農業委員の選出方法に関し、公選制が廃止

され、市町村長が議会の同意を得て任命するという方法に改められたこと、そして、農業

委員とは別に新たに農地利用最適化推進委員が創設されたことでございます。 

 これを受けて、平成３０年３月１７日をもって任期満了となる当町の農業委員において

も、それ以降、新たな制度が適用されることとなりますので、今議会において、定数や報

酬に関する条例上の整備を行い、その上で公募や推薦といった所定の手続を進めていくも

のでございます。 

 附則につきましては、第２項の規定により、現行の農業委員会委員の定数に関する条例

を廃止し、第３項の規定により、新たに創設される農地利用最適化推進委員に係る報酬額

を定めるものとして、本則・附則ともに任期満了日の翌日である平成３０年３月１８日を

施行日としてございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 地方分権の一環ということで、農業委員会委員の選任方法が変わ

るというような話は聞いたことがございます。私自身も２０年余り農業委員をさせてもら

ってきた経験から、大体どういう役目があるかということは理解しておるつもりでござい

ます。しかし、今、副町長が目的を述べられた中に、担い手云々とか、跡継ぎに農地が集

約される。そういう目的で改正されるのだというお話でございました。 

 しかし、そういう目的のためだけに農業委員会の選任方法が変わるんですか。私が現役

のころでも農地を集約化しようという制度はありました。今までの制度の中で何ら課題は

ないと思います。ですから、新規参入する農業者の人、また担い手云々ということが目的

やということについては、どうも私は理解しがたいので、そこら辺について、まず選任方
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法を変えるということについての何ゆえ変えるのかということについて、もう少し補足説

明していただきたいと思います。 

 それから、３回しかできんので、あと幾つか言っておきますけれども、農地利用最適化

推進委員、定数３名というものが新しくできるそうでございます。この委員の方は何を目

的にどのような仕事をされるのか。質問なんで、解説じゃないということはようわかって

いるんですけれども、ちょっとだけ関係外の人には理解しにくいので説明しておきますけ

れども、今まで農業委員の選任をするときに、どこの地区で、どの地区で、そこの地区の

事情を知りたいということよりも、役場関係の配付物とかアンケートをとるために地区に

平均にばらまかないかんと。だから、議会からここで推薦してくるんだったら、ここの地

区は選挙に出てこん。そればっかり配慮していたんです、実際問題。ですから、農業委員

そのものもぶっちゃけたらそんな形でなっていたんで、この推進委員という仕事、さきに

申しました農業委員会を何ゆえ変えるんか、この２点について質問いたします。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） まず、お答えさせていただきます。 

 今までの農業委員におかれましては、１０名の方が選挙により選出され、残りの５名の

方はそれぞれ推薦されてきまして、合計１５名体制ということでございます。 

 今回、国のほうで大きくその選出方法につきまして改正がございました。説明にもござ

いましたように、公選制を廃止して議会の同意を得て町が任命するというものでございま

す。その中に、少し条件がございまして、１名以上中立委員をその中に置かなければなら

ないというものも規定されてございます。これは、農業関係者ではなく、外部の方の見解

や意見を踏まえた上で今後の農業委員会の業務を行うべきというような国の方針でござい

ます。なので、中立委員、いわゆる農業に全く関係のない方を１名置かなければならない

というものでございます。 

 そもそも公選制を何で廃止されたかというところでございますけれども、１つには、今

回、同意を得る前の段階といたしまして、１２名の方の農業委員につきましては公募をか

けていくこととなってございます。これも国のほうで定められてございます。そういうこ

とからいたしまして、ちょっと個人的な見解になるのかもわかりませんけれども、一つ今

までの体制よりも門戸を開くというのが国の考えにあるのではないかと思ってございます。

それが公募であったり中立委員であったりということなのかなと考えてございます。 

 続きまして、最適化推進委員でございます。 

 今回、３名ということで設定させていただきました。これは、国のほうで農地面積１００

ha当たり１名を置くということでございますので、当町におきましては、２００ha以上、

３００haにはなってございませんので、端数を切り上げて３名ということで設定させてい

ただいています。 

 具体的な推進委員の役割ということでございます。農業委員会に出席して、農業委員と

ともに意見を述べることもできますこととなってございますので、今後の運営につきまし
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ては、１２名の農業委員の方と最適化推進委員の３名の方を介しての農業委員会の運営に

なろうかと思います。 

 農業委員会でございますけれども、今までは法律上必須事務といたしまして農地法の転

用関係の許可に係る仕事を行ってきたわけでございます。この改革後、その権限も変わり

ませんが、それに加えて、農地利用の最適化の推進、いわゆる担い手さんへの農地の集約

であったり、遊休農地の解消であったり、そういった事柄が法律上必須事務と位置づけら

れました。そのことから、農業委員さんにつきましては、農業委員会の場において、いわ

ゆる意思決定の権限を有するものでございますが、最適化推進委員におきましては、主に

現場活動でございます。現場に出向いて行って、農地の貸し借りについて、農業者さんの

生の声を聞いたり、意向を聞いたり、そういうのが主な役目として今回制度上されている

ところでございます。それを踏まえた上で、農地利用の最適化の推進、いわゆる担い手さ

んへの集約であったり、遊休農地の発生防止解消であったりということにつながる、そう

いうのが今回の制度の大きな特徴でございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今の説明で、どういう目的で選任の方法を変えたのかということ

については、門戸を開く、より今にふさわしい形にするという理解をさせてもらいます。

また、推進委員のほうも、どういう仕事をするのかということも内容はわかりました。 

 そこで、私が現役のころに、機会があったら、特にアンケートなんかがあるときは、か

なり詳しく書いてきたんですけれども、２条申請から始まって５条申請まで、こういう農

地の許可云々ということだけをしている農業委員だったら、美浜町で二、三人でええんと

違うかいという話は、何か機会があるごとに僕はそう言ってきました。 

 そして、議員にならせてもらいまして、町ははっきり忘れたんですけれども、東北のほ

うに、たしか生涯学習か何かの視察で行かせてもらったときだったですが、その席のとこ

ろに農業委員長という札が立っていたんです。ほんで僕は正直びっくりしたんです。立て

り方を考えたら、昔、谷口議員さんがおられたころに、町長は町長や、教育長は学校関係

で教育にする教育町長なんだという話をよくされていました。それと同じように、農業委

員というのは、農業の推進に関する委員長、委員長というより町長なんですよね。例えば、

我々は農業推進云々ということについたら、すぐ課長に、いかがするんですかと聞きます。

課長はやっぱり役目として答えてくれます。しかし、本来、これは課長の仕事じゃなしに、

また町長の仕事じゃなしに、そんなもん知らん、農業委員長に聞けと。これは本来、立て

りからいうたら、これでいいんですよね。 

 何でこの説明を言うかというと、今、課長が言っておられるように目的を変える。選任

の方法のためには、こういう目的でするんやと。それ非常に結構なことだと思います。し

かし、実際、今、私が、昔から何か機会あったら答えてきたように、本当に農業委員が農

業の利益代表としての活動をできるような、内容そのものは変わるんでしょうか。多分、
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私のイメージからしてみたら、今１５人あるところが、推進委員が３人と、ほんで１２人、

トータル変わらないんですよ。それで農業委員会にも参加する。今までと同じようにぐだ

ぐだぐだぐだ２条申請から５条申請までをやっているだけに終わってしまうと思います。 

 町長、私の意見としては、私は議員と同じだけの報酬を払って、農業委員長がこの議会

に出席して、農業振興については、わしは知らんと町長が言うて、農業委員長が答えるべ

きだと思っているんです、東北のあれみたいに。そうでないと本当の発展はないと思うん

です。そういうような目的のために、この改正をして本当にできるかどうか。 

 簡単な話、この中にも農家されている人ってあると思うんですけれども、耕作放棄がで

きるって、もうからんのだから。実際問題、私も米をつくる中で、２町ぐらいの米をつく

っていて、三百うん十万円のコンバインを買うて、もう仕方なしにやっているわけですよ。

あれではもうけにならんです。そういうことじゃなしに、本当に農業の目的のために農業

委員会は存在するんですし、改正するんだったら、そこら辺のことまで改正せな、形だけ

変えて、推進委員をつくって、実際、推進委員って何の仕事をするんですか。現場へ行っ

て現場で何を話するんですか。 

 理論的には理解できます。しかし、それで本当に最適化されるんでしょうか。大きな問

題なんで、一般質問で言うても答えられる問題じゃないと思うんですけれども、そのこと

に関して、課長なり、町長なり、一言いただけたらありがたいと思います。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。 

 まず、今後、具体的にどのように変わるのかということかと思います。今回、平成２８

年４月１日に法律が施行されました。新しい動き出して１年ちょっということになってご

ざいます。今後またこの改革の一環として、いろいろな事柄が国のほうから示されてくる

可能性も十分あると思ってございます。ただ、現実的に具体的にどうというのは、なかな

か今のところはちょっと難しいので、お答えできませんけれども、今後この改革をより推

進していくために、また国のほうから何らかの策が打ち出されると予想してございます。 

 さて、いわゆる農業でございます。転用ばかりでなく、農業委員会の場におきましては、

これからの農業に関しまして、いろいろなご意見なり議論を実際のところされてございま

す。非常に担い手さんの高齢化が進んでいく中、今後５年、１０年で大きくまた美浜町の

農業も変わってくるであろう。もしくは、耕作放棄地、担い手不足一つをとっても、そう

いう問題に直面するであろうと、町としても思ってございます。そういったときに、やは

り農業委員会の皆様のご意見なり議論なりが必要となってくると予想してございますので、

町としても農業委員会さんに助けていただく、知恵をかしていただく、そういう場面が今

後５年、１０年、確実に起こるであろうと認識しておりますので、今後とも力を合わせて

町としてもやっていきたいと思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 
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○９番（田渕勝平君） ３回目、これで終わります。 

 ２回で終わるつもりだったんですけれども、課長がまた、これからどうするかというこ

とは国が示してくるであろうという一言を言われたんで、「ん」と思ったんで、３回目に

質問したんですけれども、これは農業関係だけじゃなしに、今、西山統括官が来てくれて

おられますように、地方創生、国はあっちゃ向いて進みましょうという方向性だけは示し

てきました。だから制度を変えたんですよね。でも、実際その方向を実現するというのは、

全部、昔と違って、何もかも出すさかい国の言うとおりしてこい、間違いないさかいと。

インフラ整備でもそうでしたよね。この規格でしなさい、そうしたら便利になりますよと。

今、そういう枠組みを外して、方向性は示して、ある程度の以前より少ないお金はくれま

すけれども、実際問題は、自分とこのまち、その意味では昔に比べたら職員の責任とか自

主性とかというものが物すごく問われる時代に、これは農業だけじゃなしに、全体がそう

なってくるんですよ。この傾向というのは、ますます高くなってくるんです。 

 だから、自治力とか、一般質問じゃないですけれども、監査力とか、それこそＰＤＣＡ

じゃないですけれども、自分たちで検証していくという能力が問われる。だんだん農業だ

けじゃなしに何もかも問われる方向に進んで行かないかんという現実なんです。だから、

今の課長のおっしゃるように、国が示してくれるであろうということだったら、旧来の陋

習のままに農業が衰退していくことだけしかないと思うんです。そこら辺は課長もよく理

解した上で言っておられるということもわかった上で、でも、しかし、この美浜町の中で、

そういう議論をする場の中で、こういう話が出たという事実だけは、やっぱり意見として

示しておくべきだと思うんで、私が言います。 

 そういうことで、最後に一言いただきたいんですけれども、やっぱり農業委員会という

のは農家の利益代表です。農業委員会が農地異動の許可とか、そんなほとんど許可するか

せんかだけのことをしているんじゃなしに、本当の農業委員会の仕事をこれを機会にして

くれるように期待しておきます。そのことについて、非常に難しい問題なので、期待して

おきます。また、課長も答えにくいかもわかりませんけれども、この最適化推進委員が最

適に推進できるような話をきちんとできるような体制というのを町のほうで整えてあげて

ほしいということを、そうでないとだめになりますよということを一言述べておきます。 

 ご答弁ありましたら、一言お願いします。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） 本当に毎月、農業委員会の定例会をやっているわけでご

ざいます。いわゆる農地の転用の部分以外でも、本当にこれから担い手不足が来ると。そ

のときに、農業委員会、町としてもどうあるべきか。そのお話は、平成２８年度、１年間

の毎月の定例会の中で、何回か農業委員会の皆様も協議してくださってございます。今後、

より一層その部分の協議が頻繁にといいますか、そういうように思ってございますので、

重々田渕議員のご意見については踏まえまして、農業委員会の運営をやっていきたいと思

ってございます。 
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 以上です。 

○議長（髙野正君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） 私も農業をやっておりまして、この間からも田んぼで一生懸命田

植えをしております。私のところは田渕さんのように２町もないんで、本当に大変なんで

すが、ことしも私ちょっと思ったんですけれども、休耕田というんですか、和田とか吉原

を見ていて、もう私らだったら大体どの人がつくってないんかなとわかるぐらい、ちょっ

とことしも目につきました。私は、この対策ということは、もうほんまにこれから大変な

ことになるんやなというて、ほんで今回のこのタイミングかなと思ったんです。 

 さっき集約を目的とか休耕田の対策と言われていたんで、担い手の年齢も上がってきて

おりますし、集約というても１人３町、５町、１０町とうわさを聞きますけれども、本当

にもう大変なんです。ほんで和田のほうも大きな災害が来たらつかってしまいますし、な

かなか和田のほうで、私らは吉原でつくっていて、時間があってつくりたいなと思っても、

あれだけつかるところだったら、ちょっとよう借りんかってしてあげれんなという人も若

い人にはいると思います。 

 それで、農業委員会の推進委員の人を３人ということで新しく進んでいくと思うんです

けれども、先ほどのご答弁の中に、外部の方も入れて考えていくというようなことをおっ

しゃっておりました。農業の人は、なかなか外部の人、知らん人が入って来るのにちょっ

と抵抗があるんですけれども、役場のほうで指名するということなんで、よくよく考えて

外部の方をいろいろ選定してくれると思うんですけれども、今の時点では、どのような人

とまでは言えへんけれども、どのような部署の人を入れたらいいかなとお考えですか。そ

れをちょっと最後にお聞かせください。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） 私ども農業委員会の任期満了日が平成３０年３月１７日

でございます。他の市町さんについては、任期の満了日からして当町よりも早くこの制度

に乗りかえているというところもございます。ある市町さんでは、役場のＯＢさんである

とか、そういう方を選任しているところもございます。いろいろもろもろの事情も含めま

して、最適な中立委員の方を選んでいきたいなというふうには思ってございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） 中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） 私は、農業に従事はしておりませんけれども、ちょっと先ほ

どの説明を聞いておりますと、今までの農業委員というのは公募であったけれども、今回

からは議会の同意を得て町長が任命すると、こういうふうに説明をされました。従来の農

業委員だったら、農業に従事していない者というたらあれですけれども、直接農業委員を

選ぶことができませんけれども、これからは議会が同意して町長が任命するとなりますと、

一体それがどんな人か、どんな選考基準で推薦というんか、選考されるんかということを

やっぱりちょっと知っておかんと責任が出てくるかなと、先ほどの説明を聞いて思ったん
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です。 

 そこで、１５名の中の１２名の選考基準、それから１名以上の中立の農業従事者以外の

外部委員を入れると言われましたけれども、そういう委員を町長が任命するために議会に

提案されると思うんですけれども、そのときに選ばれる基準、どういうふうな基準でそう

いう方を選んで議会に同意を求めてくるんかなという疑問も持ちましたので、この選考基

準ということについてお願いします。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。 

 まず、公募ということでございますけれども、当然、公募はかけます。また、同時に各

種農業の関係団体からの推薦というのもございます。推薦と公募をミックスして最終的に

選考して決めるということになるわけでございます。 

 農業委員会の中立委員ということもございました。少しまた補足いたしますと、１２名

の農業委員のうち半数以上は認定農業者の方というのも条件の一つでございます。中立委

員につきましては、農林水産省のパンフレットでいきますと、弁護士であったり、行政書

士であったり、普通の会社員であったり、教育関係者であったり、農業に従事していない

広範な者が該当しますということになってございますので、全く農業とは関係のない方な

ら誰でもというふうに一応制度上はなってございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今の中西議員の話に関連して、ちょっと疑問に思ったんで教えて

ください。 

 今までは、公職選挙法に準じるということで、例えば議員との兼業というのは本来好ま

しくないけれども、特例で許されているというような。町長も農業委員になれるんです、

特例で許可されて。そういうあれですが、今度、今のような形になって議会の承認を得る

というということは、身分はどんなになるんですか。ただの人なんですか。それとも何か

公人というか、非常勤の公務員というか。そこら辺は今までの農業委員と身分そのものは

どんなに変わるんでしょう。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） 身分については、従来と変わらないものでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 
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○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第１号 美浜町農業委員会の委員

及び美浜町農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定については、原案のとおり

可決されました。 

 日程第２ 議案第２号 美浜町漁船係留施設の設置及び管理に関する条例の制定につい

てを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第２号 美浜町漁船係留施設の設置及び管理に関する条例

の制定につきまして細部説明を申し上げます。 

 平成２５年度における測量業務や基本設計業務より着手して参りました上流側の漁船係

留施設の建設につきましては、今月３０日が最終工程の工期末であり、その後の和歌山県

による工事完成検査を経た後、美浜町に引き渡されることとなってございます。遅くとも

８月１日には漁業者の皆様による供用開始が確実と見込まれ、紀州日高漁協美浜町支所在

籍の漁船が１５隻係留する予定となってございます。 

 この係留施設につきましては、地方自治法第２４４条第１項に言うところの「公の施

設」であり、同法第２４４条の２第１項において「公の施設の設置及びその管理に関する

事項は、条例でこれを定めなければならない」と規定されていることから、供用を開始す

るに当たり、新たに条例を設けるものでございます。 

 条文の内容は、第２条に、名称や位置といった設置に関する事項を、第３条から第１０

条までに、使用の許可やその取り消し、禁止行為、損害賠償などといった管理に関する事

項を定めるとともに、附則として、施行日を平成２９年８月１日としてございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） いわゆる自治法によって、こういう条例の制定が定められているも

のではあると思うんですが、こういう施設でいくと、三尾もあるでしょうし、本の脇はど

うか知りませんけれども、その他の学校施設とか当然こういった施設の中で条例の制定が

定められているものが多々あろうかと思うんです。もちろん法整備が整っているものに関

しては条例の制定は必要ないよとか、そういったものもあろうかとは思うんですが、美浜

町の有する施設、いろいろありますが、そういったものに全てこの条例というのは完備さ

れているのかどうかということをちょっと確認したいと思います。 

○議長（髙野正君） しばらく休憩します。 

 再開は９時４５分です。 

午前九時三十四分休憩 

   ―――・――― 

午前九時四十五分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。総務政策課長。 
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○総務政策課長（福島教君） お答えいたします。 

 町の財産台帳にある施設の中で、確かに条例化されていないものが一部ございます。例

えば、役場庁舎であったりとかいう部分は、設置管理条例というのはないと思うんですけ

れども、ちょっとこれは調べないとわからないんですけれども、自治法の２４４の１項に、

政令で定めるものを除いてというのがあるんで、恐らくそのあたりで庁舎とかは特に設置

条例というのはないのかなと思うんですけれども。それ以外にも、例えば管理自体を区に

お任せしている集会所とか、あと自衛隊の前にあるトイレとかいう部分で管理自体を委託

しているようなケースの場合、財産台帳には載っているんだけれども設置及び管理条例と

いうのは定めていないという施設が一部ございます。 

 その他につきましては、ほとんど管理条例というのがありますし、道路なんかについて

も、公の施設ですが、道路台帳という形でありますし、漁港についても漁港の設置条例と

いうのがあったかと思いますので、おおむね条例化されているものと思いますが、一部さ

っき言うような施設については条例がないという状況でございます。 

○議長（髙野正君） ２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） 町の専属ではないですけれども、そういう専門家は当然雇われたり

は町でもしているわけですよね。例えば、こういうものに対して条例が要るかどうかとい

うぐらいの判断をする方もおられると思うんですが、そのあたりの方の見解からするとど

ういうことになるんですか。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 条例化していないことについては、そのときのそれなりの

経緯があったのかと思いますので、一度、財産台帳と実際にある条例とつき合わせた上で、

そこらが本当に必要ないのかというあたりをちょっと一度調べてみたいと思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 私も、この条例が出てきたとき、こんなもん必要ないやんと、ち

ょっとびっくりして、ネットで調べておかないかんなと思いながら、ちょっと見るのを忘

れてあって今になったんですけれども、今ちょっとここで見てみたら、漁港の管理条例と

いうのがございます。この中で、町長が占有できる云々とあるけれども、ここへ船をとめ

る云々というんか、ここに書いているように、とめさすかとめささへんか町長が許可する、

使用の許可というような部分については、随分、漁港管理条例というとこの係留条例では

違うように思うんですけれども、ここら辺は、詳しく見ていないんでわかりにくいんです

けれども、矛盾せんというか、これでスムーズにいくんですか。 

 よその漁協はこんなんやけれども、ここは随分違うやないかと。三尾は当然この漁港管

理条例のほうで運用になるやろうし、こっちは係留施設の設置及び云々ということになる

と思うんで、そこら辺の整合性というか、矛盾が起きてこないんかなと。ちょっと詳しく

わからんねんけれども、そこら辺はどんなに考えておられますか。 
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○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。 

 確かに、美浜町漁港管理条例につきましては、第１条に始まり第２０条まで条文数も

多々ございます。しかしながら、今回の濱ノ瀬の係留施設につきましては、そこを利用さ

れる形態を想定しますと、第３条では、あらかじめ町に、とめられる船の届け出をしてく

ださい、それから第４条では、こういう場合は許可できませんよ、第５条では、使用者の

義務ですよ、禁止行為はこうですよということで、ある程度利用される形態を想定して、

必要最低限これぐらいの条例で十分というふうに私どもは認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ちょっとほんまに詳しくどっちも読んでいないんで、変な質問に

なってしまうかもわかりませんが、その点はお許しください。 

 遊漁船というんか、レジャーを目的に船を持たれている方がおられますよね。そういう

方で、町長に使用許可で、私はここにとめさせてほしいんよ、余裕があるやないかと、そ

んなときはどないなるんですか。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） 基本的に、この係留施設につきましては、漁業者専用の

施設でございます。紀州日高漁協美浜町支所所属の漁船４６隻のうち、今回、上流側につ

いては１５隻を係留する。そういう目的の施設でございますので、一般の方のプレジャー

目的で使用されている船につきましては、ここには基本的には係留できないというふうに

私どもは考えてございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ８番、谷口議員。 

○８番（谷口徹君） 皆さん質問されていますので、二、三、聞きたいことがありました。 

 第９条の係留施設における盗難、毀損、船舶相互の接触または衝突によって生じた損害

云々が書かれているんですけれども、町は賠償の責めを負わない。ただし、町の責めに帰

すべき理由によるときは、この限りでない。 

 町の責めに帰すべき理由って、具体的にどういうのが町の責めを負わなあかんのかなと

いうのが１点と、あと、その次の故意または過失によって云々、賠償しなければならない。

ただし、町長が損害を賠償させることが適当でないと認めたときというのは、例えば具体

的にどんなときが町長が賠償させることが適当でないというふうな判断になるのか。 

 この２点、すみません、教えてください。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） 第９条でございます。 

 係留施設において船舶が壊れた場合、基本的には町はその責任を負いません。ただ、そ

れが町の施設の構造上、不備があった場合については、この限りでないということでござ
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います。基本的にどういうケースというのは具体的には想定しておりませんけれども、大

きくそういうふうに捉えてございます。 

 第９条第２項でございます。 

 故意もしくは過失によって町の係留施設を毀損した場合、当然直してもらいますよと。

「ただし、町長が損害を賠償させることが適当でないと認めたときは、この限りでな

い。」でございます。これもある意味、例外規定、ただし書きということで解釈しており

まして、私も条文をつくるときにここでいろいろ悩んだわけでございますが、やはり程度

によって情状酌量の余地があるかもわかりませんので、そういうまれなケースを想定して

のただし書きでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 先ほどの１５隻、４６隻以外はとめさせないということを、どこ

にこの条例の中でうたっているんですか。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） この条例の中にはうたってございません。 

 しかしながら、この施設を整備するに当たって、漁業者専用の施設ということで私ども

は国の補助金を活用して整備したところでございますので、運用面において基本的には組

合所属の漁船というふうに判断しております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第２号 美浜町漁船係留施設の設

置及び管理に関する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

 日程第３ 議案第３号 美浜町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第３号 美浜町職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例につきまして細部説明を申し上げます。 

 今回の条例改正は、去る３月議会でお認めいただきました同じ条例について、その後、

国の児童福祉法の一部改正があったことで、再度、字句の修正、追加をするものでござい

ます。 
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 具体的には、第２条の２中、育児休業が取得できる対象の子どもについて、前回の改正

では「里親」等が対象に加えられましたが、今回、児童福祉法の改正によって、「里親で

養子縁組によって養親となることを希望している者」の呼び方が「養子縁組里親」に改め

られましたので、字句を改正するものでございます。 

 さらに、第３条、第４条、第１０条の中の育児休業を再度延長できる特別の事情として、

「保育所等を申し込んでいるが、当面その実施が行われない、つまり待機児童がいるため、

職場に復帰できない場合は、育児休業の再度の延長ができる」という規定の追加でござい

ます。 

 附則として、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） 今、説明の中で、待機児童がいる場合、さらに期間を延ばすことが

できるよということで。この判断基準というか、例えばどこかで探しているんやけれども、

実績的に断られた、断られた、断られたという実績が要るのか、そのあたりのことをちょ

っと答えてください。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） お答えします。 

 本当に保育所に申し込んでいて、なかなか保育所に入れない状況があるという、その事

実をどういう形で確認するかについては、具体的な定めはされてございません。基本的に

は、口頭でといいますか、ここへ申し込んでいるんだけれども、なかなか入れないんやと

いうことで済むかとは思うんですけれども、実際それを証明する書類ということであれば、

申し込みをこういう形でしているという書類の写しであるとか、そういうものを添付して

もらうということもあるかと思います。 

 ただ、実際、美浜町の職員でこれが規定されるケースがあるかというと、なかなか美浜

町ではないのではないかなというふうに思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ありませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第３号 美浜町職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 
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 日程第４ 議案第４号 美浜町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定

める条例等の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第４号 美浜町地域包括支援センターの職員及び運営に関

する基準を定める条例等の一部を改正する条例につきまして細部説明を申し上げます。 

 本条例改正は、平成２８年度から主任介護支援専門員の更新制が導入されたことから、

平成２９年第１回定例会において一度条例改正し、お認めいただきました同じ条例につい

て、その後、国の介護保険法施行規則の一部改正があったことで、再度改正するものでご

ざいます。 

 なお、お手元にお配りしています新旧対照表２５ページをご参照ください。 

 以下、条文に沿って細部説明を申し上げます。 

 第４条第１項中、右の段アンダーラインの「保険者」を左の段「被保険者」に改めます。 

 次に、右の段、同項第３号中「主任介護支援専門員（」の後のアンダーライン、空白部

分に「介護支援専門員であって、」を加え、同じく右の段、アンダーライン「者であって、

当該主任介護支援専門員研修又は同項第２号に規定する主任介護支援専門員更新研修を修

了した日から起算して５年を超えない期間ごとに同号に規定する主任介護支援専門員更新

研修を修了したもの」を左の段「もの（当該主任介護支援専門員研修を修了した日（以下

この号において「修了日」という。）から起算して５年を経過した者にあっては、修了日

から起算して５年を経過するごとに、当該経過する日までの間に、同項第２号に規定する

主任介護支援専門員更新研修を修了しているものに限る。）」に改めることで、主任介護

支援専門員の定義を明確にするものでございます。 

 議案書２ページに戻りまして、附則として、この条例は公布の日から施行いたします。 

 経過措置といたしまして、改正前の規定を前提としていた経過措置規定を削除し、新た

な経過措置規定を定め、平成２６年度までに主任介護支援専門員研修を修了した者は平成

３１年３月３１日までに、うち平成２４年度から平成２６年度までに主任介護支援専門員

研修を修了した者は平成３２年３月３１日までに主任介護支援専門員更新研修を修了すれ

ば、規定する日までに修了したものとみなすというものでございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。１０番、中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） 非常にわかりにくいんで、幾つか質問させてもらいます。 

 まず、１つは、「保険者」を「被保険者」に改めるって、これはどういう意味があるん

かなと。法律で変わったということなんでしょうか。 

 それから、２つ目は、介護支援専門員というのに括弧をいろいろ入れましたけれども、

介護支援専門員というのと主任支援介護支援専門員、これは研修を受けたのと違うんでし

ょうか。一体どういうふうに違うんかということです。 

 それから、３点目は、５年を超えない期間ごとにこの研修を修了とあるんですけれども、
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今回、新たに５年経過するごとにとあるんですけれども、５年たたない間にするんか、５

年過ぎてするんかという、そういう解釈なんでしょうか。 

 ちょっとわかりにくいので、以上よろしくお願いします。 

○議長（髙野正君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 中西議員の質問にお答えします。 

 まず、１点目の「保険者」を「被保険者」に改めるということにつきましては、今回の

条例を見直すに当たりまして、ここに部分だけが「保険者」という文言を使っておりまし

たので、この機会に「被保険者」に改めるということにしたものでございます。 

 次の介護支援専門員と主任介護支援専門員についてですが、介護支援専門員、いわゆる

ケアマネジャーと呼ばれる方なんですけれども、この方々は実務経験５年以上経過してい

る方であって、主任介護支援専門員研修ってあるんですけれども、その研修を修了した方

がここに出てくる主任介護支援専門員ということになります。ですので、繰り返しますと、

主任介護支援専門員というのは、介護支援専門員を５年以上経験した方が、主任介護支援

専門員研修という研修を修了した方ということになります。 

 あと、５年を超えない期間、また「５年を」という言葉使いなんですけれども、この意

味としましては、５年をたたないうちに、５年以内に更新研修を受けていただくという内

容となります。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） １０番、中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） わかったんですけれども、５年を超えない期間ごとにという

て、これからは５年を経過せんと研修は受けられないということになるんでしょうか。そ

こだけちょっとお願いします。 

○議長（髙野正君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（中村幸嗣君） もう一度、すみません、説明をさせていただきます。 

 今までは、主任介護支援専門員という方は更新研修というのがなかったんです。昨年度

に更新研修制度というのができまして、そういった制度ができたから、主任介護支援専門

員という方が、まず最初の研修を受けます。最初の主任介護支援専門員の研修を受けた方

は、その次、５年以内に更新研修を受けていただくということなんです。 

 ですので、今後、主任介護支援専門員の方は、５年以内に、その更新研修を随時、随時

受けていっていただくということになります。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） １０番、中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） そこが今のご説明でちょっとわかりにくかった。５年を超え

ない期間ごとにということが、５年を経過するごとにと変わったんで、ということは、私

の解釈だったら５年たたんと受けられんのかなと思ったんです。前は受けられてんけどと

いう理解ではおかしんでしょうか。 
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○議長（髙野正君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（中村幸嗣君） ５年以内に受けていただくということになります。５年

過ぎたら資格がなくなるということと捉えていただいたらと思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） いいですか。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第４号 美浜町地域包括支援セン

ターの職員及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例については、原案

のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

 再開は１０時２０分です。 

午前十時一〇分休憩 

   ―――・――― 

午前十時二〇分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 日程第５ 議案第５号 美浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につ

いてを議題とします。町長。 

○町長（森下誠史君） 議案第５号につきまして、議案の一部訂正の申し入れを行います。 

○議長（髙野正君） ただいま町長から議案第５号 美浜町消防団員等公務災害補償条例

の一部を改正する条例についての議案の一部を訂正したいとの申し出がありました。 

 説明を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） 議案第５号 美浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例の字句に誤りがございました。 

 その内容についてですが、改正文３行目、「第２号」の下を、「第２号」の次に、さら

に中ほど、「以下」の下を、「以下」の次に、訂正をお願いするものでございます。 

 今後、このようなことがないよう充分注意いたします。 

○議長（髙野正君） お諮りします。 

 町長説明のとおり、一部訂正することにご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。 
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 本件、一部訂正を許可することに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

 この場でお待ちください。 

午前十時二十二分休憩 

   ―――・――― 

午前十時二十三分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第５号 美浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正

する条例につきまして細部説明を申し上げます。 

 お手元にお配りしています新旧対照表についてもご参照ください。 

 今回の条例改正は、国の非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の改正に

伴って、関連する町の条例について改正するものでございます。 

 まず、補償基準額の変更でございますが、平成２８年１１月の一般職の職員の給与に関

する法律、給与法の改正により、平成２９年度以降、扶養手当支給額が改正されることに

なったことに伴い、政令に定める補償基準額の加算額についても改正されたため、本条例

においても加算額の改正を実施するものでございます。 

 次に、その他の改正内容といたしまして、政令の改正に伴う字句の改正や号ずれを調整

するものでございます。 

 附則としまして、この条例は公布の日から施行し、平成２９年４月１日から適用いたし

ます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第５号 美浜町消防団員等公務災

害補償条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 日程第６ 議案第６号 平成２９年度美浜町一般会計補正予算（第１号）についてを議

題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 
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○副町長（笠野和男君） 議案第６号 平成２９年度美浜町一般会計補正予算（第１号）

につきまして細部説明を申し上げます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ２億３４，４２０千円を追加し、

補正後の歳入歳出予算の総額を４１億５７，７３９千円とするものでございます。 

 まず、３ページの第２表、地方債補正でございます。 

 １．追加で、地方創生拠点整備交付金事業に係る一般補助施設整備等事業で３２，０００

千円の追加、同じく地方創生推進交付金事業に係る一般補助施設整備等事業で４，９００

千円の追加でございます。 

 和田学童保育友遊クラブ解体撤去工事に係る起債については、名称の変更による追加

１１，６００千円でございます。 

 ２．廃止は、和田学童保育友遊クラブ解体撤去工事に係る起債の名称変更でございます。 

 ３．変更につきましては、西川地区漁船係留施設整備事業の事業費が追加されましたの

で、これに係る起債を２２，３００千円に増額するものでございます。 

 では、歳入からご説明いたします。 

 ７ページ、国庫補助金、農林水産業費国庫補助金、水産業費補助金３２，０３６千円は、

西川地区漁船係留施設整備事業に係る防衛施設周辺整備助成補助金の内示額の確定により

追加するものでございます。 

 総務費国庫補助金、地方創生事業費補助金は、拠点整備交付金３５，６６５千円、推進

交付金５０，８２５千円、合わせて８６，４９０千円の追加でございます。 

 県補助金、農林水産業費県補助金８，５０９千円は、林業費補助金で吉原公園の保安林

整備に県土防災対策治山事業費補助金を活用するため５００千円の追加、西川地区漁船係

留施設整備事業に係る県単港湾施設整備補助金として８，００９千円の追加でございます。 

 繰入金、基金繰入金は、財政調整基金繰入金６０，０００千円で、地方創生事業に充当

する財源調整でございます。 

 繰越金、前年度繰越金は４，４８５千円の追加で、財源の調整でございます。 

 ９ページの町債は、まず地方創生事業として、拠点整備交付金事業、推進交付金事業、

合わせて３６，９００千円の追加、水産業債は、西川地区漁船係留施設整備事業に係る起

債で６，０００千円の追加、和田学童保育友遊クラブ解体に係る起債については、名称変

更による振りかえでございます。 

 地方創生事業ハード整備に係る起債については、充当率が９０％で、その償還に対して

後年度３０％の普通交付税算入がございます。 

 また、ソフト事業分に対しては、普通交付税及び特別交付税で措置されることとなって

ございます。 

 次に、歳出でございます。 

 まず、全般的な話として、人件費の補正がございますが、４月の人事異動で給料、職員

手当、共済費、退職手当負担金の増減と、特別会計との間の繰出金での調整が主なもので
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ございます。 

 では、１１ページの議会費からでございます。 

 議会費は２７５千円の追加で、視察研修に伴う旅費の追加でございます。 

 総務費、総務管理費、一般管理費は９１６千円の追加で、４月の人事異動によるもので

ございます。 

 財産管理費は、年度初めから２カ所の集会場の雨漏りや庁舎の自動ドアの故障など修繕

が相次いだため、既に予算を使い切ることとなりましたので、当初予算と同額を追加する

ものでございます。 

 電子計算費の９２９千円につきましては、マイナンバーによる情報連携と、マイナポー

タルが７月からスタートすることに伴い、画面上に子育てワンストップサービスの申請受

け入れ窓口を設置することが必須となったため、システムの構築料と利用料を計上するも

のでございます。 

 諸費の償還金利子及び割引料１３８千円の追加は、前年度の補助金精算によるものでご

ざいます。 

 地方創生事業費は１億８２，４８０千円の追加でございまして、「ふれあいと健康と起

業のまち みはまプロジェクト」及び「日の岬・アメリカ村再生とふるさと教育プロジェ

クト」について、地方創生拠点整備交付金の二次募集分と地方創生推進交付金の申請をし

たところ、採択されたため、増額補正するものでございます。 

 １３ページ、税務総務費８，２８６千円の減額は、人事異動に伴う人件費の減でござい

ます。 

 民生費、社会福祉費、社会福祉総務費１，５２９千円の減額は、人事異動で人件費が減

額となった国民健康保険特別会計への繰出金の減額でございます。 

 老人福祉費１０，２７１千円の増額も人事異動に伴うものでございます。 

 １５ページの衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費１，８１９千円の追加も人事異動に

伴うもの、下段から１７ページの農林水産業費、農業費、農業総務費の２，７０２千円の

減額も人事異動に伴うものでございます。 

 林業費、林業総務費１，０００千円の追加は、吉原公園の保安林における除伐に県土防

災対策治山事業費補助金を活用することとなったものでございます。 

 水産業費、水産業振興費は、共済組合負担金４３千円の追加と、委託料では、防衛省の

補助金の追加の内示額が確定したので、日高港西川地区漁船係留施設整備４８，０５４千

円を追加するものでございます。 

 土木費、土木管理費、土木総務費２８６千円の減額は、人事異動に伴う人件費の補正で

ございます。 

 １９ページの都市計画費、下水道費２，８０３千円の減額は、公共下水道事業特別会計

への繰出金の減でございます。 

 教育費、教育総務費、事務局費４０４千円の追加は、扶養手当等対象人数の増加による
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ものでございます。 

 中学校費の５１５千円の減額は、非常勤講師の任用を予定していたところ、県から常勤

職員の配置がありましたので、補充分の賃金が不要となったもの、ひまわりこども園費

９２８千円の追加は、扶養手当等の対象人数の増加と調理場の給湯器加圧ポンプの修繕費

等でございます。 

 ２１ページ、最後の公債費でございますが、平成１８年度に借り入れした臨時財政対策

債と減税補塡債がそれぞれ１０年目の利率見直しにより利子が減りましたので、それに伴

って元金がふえることによる６３４千円の増額でございます。 

 以上で歳出の補正についてご説明申し上げました。 

 添付資料といたしまして給与費明細書を添付いたしましたので、ご覧いただきたいと思

います。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。８番、谷口議員。 

○８番（谷口徹君） １１ページ、１２ページですか。地方創生事業費の工事請負費の中

のカナダミュージアム建築工事、多目的室建築工事というのがあるんですが、２点ほどね。

どういう入札をされるのか、別にあれなんですけれども、できることなら以前から申し上

げているように、美浜町は非常に公共工事の少ない町、面積が狭いから少ないのはいたし

方ないんですが、こういう町にとったら目玉工事の部分、できるだけ町内業者に発注して

いただけるような、その辺のご配慮は考えてくださっているんでしょうか。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えします。 

 建築工事につきましては、町のランクとも相談して発注したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 提案理由説明でも聞かせてもらったつもりなんですけれども、子

育てワンストップサービスＬＧＷＡＮ－ＡＳＰ構築料、マイナンバーにとってマイポータ

ルが何とかかんとかいう話があるけれども、これはちょっとどういう事業か、僕は詳細説

明では理解しかねるんで、これはどういうもので、どういう必要性があって、どんなにな

ったということを、ちょっと流れを説明していただきたいと思うんですけれども、お願い

します。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 子育てワンストップサービスの今回の予算計上についてお

答えいたします。 

 以前より、マイナンバーが導入されることによって、ことしの７月から、実際、情報連

携という形で、マイナンバーを介していろんな所得情報であったりというのが各自治体間

でやりとりされるという運びになってございます。 
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 それにあわせて、マイナンバーカードを取得した方が利用できるサービスとして、イン

ターネット上にマイナポータルという名前の自分だけのホームページというのを国が用意

してくれる形になります。ですので、家のパソコンにカードリーダーにつないで自分のマ

イナンバーカードを差してログインすれば、その国が用意したインターネット上の自分の

ホームページ、マイナポータルというページが開くというふうに聞いてございます。 

 そのマイナポータル、自分のページには何が載っているかというと、自分の個人情報、

いわゆるマイナンバーを介したどんな情報がどういうところでやりとりされているのかと

いうふうなことが、それを見ればわかるというふうなホームページが提供される。これは

マイナポータルの話でございます。 

 その中で、結局マイナポータルというのをつくったというのは、一方的に自治体がマイ

ナンバーを使っていろんな個人情報をやりとりするんではないかと、自分の知らないうち

にいろんな情報がやりとりされるのはいかがなものかということで、そういうのを各個人

も確認できる仕組みということで用意されたのが、そもそもこのマイナポータルなんです

が、それを見るだけでは、せっかくの仕組みですので、なかなかマイナンバーカードの取

得も進まない中で、このマイナポータル、ホームページを使って、もっといろんなサービ

スをしようという発想から出てきたのが、今回の子育てワンストップサービスというもの

でありまして、要は、自分のマイナポータルと言われるホームページを開いた画面の一角

に、子育てワンストップサービスというふうなコーナーのボタンがついていて、そこを押

すと、例えば、いわゆる子育てに関する情報、保育所の申し込みであったりとか、児童手

当の手続であったりというのが、ここからできるというふうに言われています。各市町村

全て、そのホームページ上に受け入れ窓口だけはつくりなさいよ、これが必須ですよとい

うことがあります。７月から情報連携マイナポータルが始まるに当たり、自分のホームペ

ージ上に子育てワンストップサービスというコーナーをつくってもらうという、その費用

を今回上げさせてもらっています。 

 実際、ここを押して申し込みをされた場合、以降の手続の流れというのが、町にどうい

う形で流れてくるのかというのは、ちょっとまだ見えてございません。ＡＳＰというサー

ビスプロバイダー、こういうインターネット上の業者さんがあるわけですけれども、そこ

を通じて、結局は、そこからまた紙で送られてくるのか、メールで送られてくるのかとい

うのが、ちょっとまだ見えていない状態なんですが、まずは７月から受け入れ窓口を設置

しなさいという内閣府からの指導でもありますので、今回これを予算化させていただいた

という経緯でございます。 

 当初予算にこれを上げるのがちょっと間に合わなかったというか、７月から始まるのは

わかっていたんですが、実際どういうものになるかというのが全然見えてなかったという

事情もありまして、今回の補正予算での追加となったものでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 
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○９番（田渕勝平君） よくわかりました。自分のホームページみたいなマイナポータル

というのができる。これはそしたら、要するにカードを入れた本人だけしか見れんという

んか、他人からアクセスすることは全くできないような性格のものだと多分思います。違

っていたら、何か要するに公の立場から守秘義務を守って他人のそこを見に行けるという

ようなことがあるんだったらば、そう答えていただきたいと思いますが、ほんまに全く自

分だけが自分の情報がどう動いているかを確かめるためのホームページという判断でいい

んかなということ、まずそれが１つ。 

 それから、確かに聞かせてもらった子育てワンストップサービスという、そこのボタン

を押したら、いろんな申し込みができるということも、ある意味では便利だと思います。

これは、ほんなら将来、ＬＧＷＡＮの何を使って、またこの業者というんか、ＡＳＰとい

う業者を使ってですけれども、いろんなサービス将来はもっとこういうサービスに発展し

ていく予定があるんですよ、それの一番最初の手始め、小手調べというか、それに子育て

があるんですよというんか、いや、もうこれはこれだけなんですよというんか。考えよう

によっては、ちょっと古い人間なんで、余り自由に発想できませんけれども、ここを使っ

ていろんな町の申し込みができるんやとか、いろんなことができるということは、可能性

としてはないことないと思うんでね。ちょっとつけ加えて、その先をお伺いします。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） わかっている範囲でお答えいたします。 

 セキュリティー面の話については、議員おっしゃるとおりだと思います。 

 それと、この利用についてでございます。内閣府が一般的に公表している資料によりま

すと、マイナポータルには６つの使い方があるというふうにされています。 

 １つは、先ほどの自分の情報がやりとりされている履歴を確認できる部分。それと２つ

目が、自分の個人情報をどこの役所がどういう形で持っているかというのが確認できる。

この内容は、ちょっとわかりにくいんですけれども。あと、３つ目として、先ほど議員が

言われたように、行政機関から個人に対して、いろんなお知らせが来るというふうな、こ

ういうサービスも可能だろうというふうに書かれています。 

 子育てワンストップの話の中で、例として出たのが、さっき言う、わざわざ役所へ行か

なくても保育所の申し込みができたりとか、予防接種のお知らせが役場から自分のスマホ

に送られてくるよみたいな、こういうものが、さっきのマイナンバーカード自体がスマホ

でも認証できるように今度変わってきたというふうに聞いていますので、パソコンなりス

マホに役場から健診や予防接種のお知らせも来るというふうなこともできるんじゃないで

しょうかというふうな例示でございます。 

 あと、その６つの事例の中には、例えば公金の決済サービスなんかもここでできるんじ

ゃないでしょうかというふうな事例も出ているんですけれども、いずれにしても、まだま

だ役場側の受け入れ態勢といいますか、対応できる体制の問題もございます。窓口をつく

れということで、まずは一応つくりますけれども、そこからどういう流れになるかという



平成２９年美浜町議会第２回定例会（第４日） 

 

 

 
125 

のが、まだ見えていない状況でございます。 

 都会の人なら、なかなか区役所へ行く時間もないんで、これで保育所の申し込みという

こともあるんでしょうけれども、役場へ１回か２回書類を持って来てもらって申し込みし

てもらうのに、どれだけのシステムをこちらが用意すべきかというあたり、費用対効果の

面もあると思いますので、これが国的にはマイナンバーカードを普及させなならんという

使命のもと、どんどんこれを使っていろんなサービスをやれよとは言うてきていますけれ

ども、ちょっとまだ、まずは様子見というふうな状況でございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） よくわかりました。国が目指している方向というのは、今、課長

が言っておられるようなことであって、可能性としては、かなり、また新しい時代に新し

いツールになるんかなと思います。 

 そこで、ちょっとだけ。カードを入れてパソコンで読み取ってという。でも、スマホで

ということで、スマホだったらカード入れるわけにいかんので、何というか、点々のいっ

ぱいあるこの四角いのがついてログインするというか、そんなんになるんですか。スマホ

で利用する場合は、こんなところで聞かんと普通のときに聞いたらいいんでしょうけれど

も、ついでなんで、スマホで見るというとき、どうやってログインしていくんですか、そ

こへ。 

 ごめん、わからんかったら。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） すみません、ちょっとそのあたりは詳しくあれなんですけ

れども、恐らくＷｉ－ＦｉなりＢｌｕｅｔｏｏｔｈというんですか、スマホとカード等の

間で通信できるような仕組みというのが用意されるのかなと思っています。それか、マイ

ナンバーカードの後ろのチップの部分を何かに読ませるとという仕組みなのか。いずれに

してもパソコンだけではなかなか普及しないという部分があって、スマホでもという話は

今出てございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） 地方創生事業費の中で、松林育成計画策定業務委託がついています

けれども、これというのは、例えば治山事業をするのに、こういうものが必要なのか。そ

のあたりちょっとお答えください。 

○議長（髙野正君） 西山地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） ご質問ありがとうございます。 

 松林育成計画のほうは、吉原公園が中心ではあるんですが、そちらのほうで松林を活用

したいろんなものづくりとか、創業支援等、拠点整備ということで、吉原公園だけにとら

われず、美浜町としての松林の育成について、中長期的な観点から研究しようというもの
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でございます。 

○議長（髙野正君） ２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） これは、何かそういう類いの計画って、既にありませんか。そのあ

たりもちょっと。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） 谷議員にお答えします。 

 今、統括官がお答えした補足になるんですけれども、うちの松林の育成計画というのは、

もう存在します。それとは別に、今回、地方創生の部分で、松、針葉樹が広葉樹化してき

ているところの土壌とか、そういう広葉樹化しているところの研究というところで、ご理

解賜りたいなと思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） そしたら、ちょっと次、治山事業について。１，０００千円ついて

いますけれども、実質、我々が説明を受けた資料からすると、駐車場つくったりだとか、

少し明るくちょっと木を整えるような話であると思うんですが、これは１，０００千円で

足りるんですか。１，０００千円と出てきているからには、ある程度、目星というか、ど

れぐらいの量を受けるかというものが、これは多分ある程度頭に入れられて、この事業を

県からとられているんでしょうから、そのあたり、わかっている部分があればお答えくだ

さい。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） 治山事業でございます。 

 これは、地方創生とは別の事業でございます。駐車場にするとかというのではなくて、

松林の中の間伐、除伐を行う県の防災治山事業ということでございます。 

 その根拠につきましては、県のほうでプロット調査をしていただきまして、１０ｍ四方

にどれだけ松、雑木があるかというところを調査しまして、それで面積当たり大体どれぐ

らいの樹木があるよという調査をいろいろなパターンで算出しております。その中で、大

体何本、どれぐらいというような算定はしております。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） 地方創生事業費の中の１３ページ、１４ページの協議会補助金の

６４，０００千円のところなんですけれども、協議会補助金って普通聞いたら、協議会で

これだけ行くんかなと思うんですけれども、この内容、わかるところをちょっと教えてい

ただけたらお願いします。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） 龍神議員にお答えします。 

 負担金補助及び交付金６４，６５０千円でございます。これは、日の岬・アメリカ村再
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生協議会、ふるさと健康と起業のまち「みはま」、両協議会の運営補助金であります。 

 １年目の補助金の内訳といたしまして、まず日の岬・アメリカ村再生協議会４５，５００

千円。その内訳でございます。協議会運営費用５００千円、非常勤職員雇用４，０００千

円、社団法人化検討費用５００千円、教養講座開設費用１，０００千円、ワークショップ

開設費用１，０００千円、移民資料保存、これは移民関係資料の整理作業、目録作成、和

文英訳費用でございます、３，５００千円。資料運搬費３，０００千円、ゲストハウス開

業費用２０，０００千円、これは備品購入、カナダ、デンマークへの食材買い付けの費用

でございます。観光ルートの開発費６，０００千円、地域資源発掘のための費用１，０００

千円、語り部ジュニア養成のための費用２，０００千円でございます。 

 ふれあいと健康と起業のまち「みはま」１９，１５０千円です。これも同じく協議会運

営費用４００千円、非常勤職員雇用３，０００千円、社団法人化検討費用５００千円。あ

と、この費用をここで吉原の拠点多目的室を利用とするワークショップであったり、子育

てセミナーであったり、教養講座であったり、備品購入であったりというところで、残り

の金額となっております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） 今、防災企画課長がお話ししたのは、予算要求上の一

応事項的にはそういうことをやるので間違いないんですが、金額のところはこれから話し

合って決めていくんで、それでありきということではないということだけ、ちょっと補足

しておきます。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今のこの予算について、ちょっと関連して質問させてもらいたい

んですけれども、今の課長じゃなしに前課長のころに、西山統括官がまだおられないころ

に地方創生の話が始まりまして、その当時、職員の方の中でこういうアイデアが出ていま

すよということも議会のほうで全員協議会で説明してくれました。 

 そのときに、私はこういう話をした記憶があるんです。 

 流木を集めて椅子をつくって人が集まるような場をつくるというような話があったんで

す。その時にそういう案が出ている中で、私は、流木を集めて椅子をつくるということで

も地方創生につながると思います。どのアイデアをとってみても、だめなアイデアって一

つもないと思います。ただ、どのアイデアをとってみても、本当に地方創生につながるた

めには至難のわざですよという話をしたことがあるんです。 

 そのときに、担当職員の方が、いや、これは骨格だけで、具体的な話というのはこれか

ら実をつけていくんで、そのときは議員の方にもいろいろと意見は拝聴させてもらいます。

これからですという話を力強く言われて、ああ、そうですか、結構ですと言うた。今でも

流木で椅子をつくるというのは僕は間違っているとは思わないんです。そのように、どん

なアイデアでもふるさと地方創生につながるということは、今でも思っております。 



平成２９年美浜町議会第２回定例会（第４日） 

 

 

 
128 

 しかし、ここで実際に、統括官が来られて、いろいろ苦労をされてやられている中では、

今回大きく２億ほどぼんと補正で組む。２億円の補正をこういういろんなもので組むとい

うのは、こんな小さな町では非常に珍しいそうなんですけれども、全部ここら辺でやって、

三尾の話、いろんな前後の話は説明も全員協議会でしてくれました。ところが、６４，６５０

千円という非常に大きな金額、今、龍神議員が聞いた金額、この中でというのは、ちらっ

と聞いたことがあるようなものもあるんですけれども、全く議会で説明のないような話で、

議員の立場からしてみたら、地方創生がどこか上のほうで決まって、上のほうでこうして

承認だけしてくださいと言われているような気がするわけ。実際問題、ここで６４，６５０

千円というのも、承認せい。はい、しますと。それは間違うたことするとは思っていませ

んけれども、余りにも賛成するには説明が少な過ぎませんか、このことに関して。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） 田渕議員にお答えします。 

 この補助金に対しての内訳の説明が少ないんじゃないかというようなご質問でございま

す。内閣府のほうへ申請した書類というのは、拠点整備、あと推進交付金の申請書という

のをこの間の資料として出させていただいておるところでございますけれども、この補助

金について、項目１つについて説明したかと言われますと、全てが網羅できていないとい

うふうに思ってございます。その辺はちょっと説明不足であったのかなというふうに思っ

てございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 議会と執行部は車の両輪と言うけれども、何かこういうことを見

ていたら承認機関に置いてあるような気がするんで、そこのところは今後とも心得ておい

ていただきたいと思います。１つかえます。そのことはもうそれで結構です。 

 １２ページに修繕費がございます。先ほど議会運営委員会での詳細説明の中でも、雨漏

りとかドアが何したんで２，７００千円、さらっと同額を組ませていただきましたと。当

初の２，７００千円は、おおよそこれぐらい要るであろう予備費のような感じで、これぐ

らいやったらあるやろうと組んでいたわけじゃないと思うんです。ほんでまた同額を組ま

せてもらうって、ちょっとこの修繕費の組み方って、ドアの故障なんかは突然でしょうけ

れども、雨漏りなんかというのは予測されたんと違うかなと思うんです。 

 それで、内容について、もう少し詳しく、ドアの突然壊れたものについてはいたし方あ

りませんが、雨漏りなんかは予測できてないの、突然漏り出したんですか。簡単に同額組

みましたっていうのは、ちょっと納得しかねるんですけれども、いかがでしょう。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 財産管理費の修繕料の計上でございます。当初予算が

２，７００千円という予算の根拠ですけれども、大体ずっと３，０００千円という金額を

とってきていたのを、どっかの段階から１割カット、２，７００千円となったという経緯
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があるんだと思うんですけれども、実際のところ、これとこれをことし修理するからこれ

だけの費用というような当初予算の組み方というのは、なかなか修繕についてはやれてい

ないんというのが正直なところでございます。例えば、何年か前に庁舎の２階の半分空調

が故障したときありましたけれども、そのときはそれだけで２，０００千円とか、そうい

う修理が出てきました。なかなか見通せない中で、これぐらいで足りるんではないかとい

うふうなことで当初予算計上しているというのが実際のところでございます。 

 今回の雨漏りですけれども、まずは和田の西の畜産センターです。ここが、ちょうどそ

れこそ地域で百歳体操をやってくれるという話になって、２階の畳の部屋を使いたいとい

うときに、ちょっとその前にかなり強い雨があったんだと思うんですけれども、相当雨漏

りしていて、もう畳がだめになっていて、百歳体操どころじゃないよという話が、ちょう

ど３月の末ぐらいに飛び込んできました。一旦、２８年度の予算の中で応急的に、本当に

応急に処理はしたんですけれども、これはすぐにまた漏るよという業者さんの話の中で、

修繕費用が約１，３００千円ぐらいかかりました。それがまず１点目です。 

 それの修繕が済むか済まんかというやさきに、今度、上田井の区長さんから、上田井も

また漏っているんやと。これも畳もちょっとあかんみたいな話も一緒に来られまして、こ

れも見積もりしてもらったところ９００千円ぐらい要るという話で、これもほっておけな

いということで、４月にすぐかかりました。そんなに言っているやさきに、また今度、庁

舎の自動ドア、今もう内側があれはもう動かないんで、開いたままほっている状態です。

これが両方直すと８００千円ぐらい要るよという話だったんですけれども、ちょっとお金

がないんで、とりあえず内側だけ直してくれということで今発注しているところです。あ

れももう庁舎が建って以来のものなので、モーターが今そういう形式のものがないという

ふうにサッシ屋さんから言われていまして、もう取りかえんと無理というふうな話です。 

 それでもう実際には当初予算額ほぼいってしまったというのが現状でして、残りここか

らまだ１０カ月、これで足りるかと言われれば、わからないというのが正直なところです

けれども、ほぼほぼ１年分ぐらいまた要るだろうということで同額を上げさせてもらった

というところが本当のところでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） 関連です。 

 そしたら、私、この間、小さいことですが、東の集会所でちょっとエアコンがだめだか

ら直してほしいんですけれどもとお願いに行ったら、こういうことでもう全部使いました。

だから無理ですと言われたんですけれども、この２，７００千円なんかは別にどれって決

まってないんだったら、もちろん優先順位やさかいに、私は無理にしてって言うんじゃな

いんやで。ほかのところがあれだったら、もう来年でいいんやけれども、また新たにそう

いうふうに頼みに行ってもいいということでしょうか。そういう解釈でよろしいんですか。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 
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○総務政策課長（福島教君） 基本的には、そういうことになると思いますけれども、例

えば、先ほど言いましたように畜産センター、雨漏りは直したんですけれども、まだ畳が

残っています。それと上田井の集会所も、これも雨漏りは直したんですが、床まで来てい

るということで、ちょっと床もやり直してほしいというような話があります。まず、そち

らをした上でということになるかと思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） そしたら、それで２，７００千円を使ってしまったら、今度はま

た補正に入るんですか。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 予算の残も見ながら、あと時期的なものもありますので、

また長と相談したいと思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ８番、谷口議員。 

○８番（谷口徹君） 議会費で、旅費のほうで、ちょっと補正を提出させて、私が直接し

にいったわけじゃないんですけれども、そのときにいろいろ厳しいことをおっしゃられて

いたというのを聞きまして、非常に心苦しい限りなんですが、議会費以外のところでマイ

ナスシーリングが生かされている部分というのが具体的にあればお示しいただけたらと思

います。 

○議長（髙野正君） しばらく休憩します。 

 再開は１１時１５分です。 

午前十一時〇六分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時十五分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） お答えします。 

 確かに先ほどもありました修繕料の追加につきましては、当初予算で目指すところのマ

イナスシーリング３％というのを少し超えてしまっている部分があるかと思いますけれど

も、そのほかの部分については、全て人件費であったり、地方創生であったり、特別な事

情によるものということで、補正予算の対象と十分なるものだと認識してございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 先ほどの地方創生の補助金のところで聞いておいたらよかったん

ですけれども、ちょっと。同じ地方創生の中で、松林育成計画作成業務委託という、先ほ

どのように要するに広葉樹が広がってくると。これは自然にいったら、陽樹というんか、

太陽を好む、松の林で置いておいたら広葉樹がだんだんはびこってくるというのは自然の
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摂理だという話を聞いたことがあるんですけれども、この５，０００千円の作成業務委託

って、これはどこへこういう業務を委託して、ほんで目指すところ、結局、陽樹がはびこ

ってくる原因を突き詰めるところで終わるんですか。それとも、少なくとも吉原公園ぐら

いの場所に関しては、陽樹を広がって来んように伐採して、ここは純粋な松で守るんやと

いうようなこういうとこまで、この５，０００千円の中でいくんかなということ、これが

１点。 

 それと、今の河合課長がどこにおられたときだったんか、松林再生計画という計画をつ

くられました。私は、あの計画というのは町の中で松林という意味では一つの柱になるな

と思っているんですけれども、あれとの兼ね合せというようなものもちょっとわかりかね

るんで、そこら辺ちょっとご説明いただきたいなと思うんです。 

○議長（髙野正君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） ２日ぐらい前ですか、町長のほうから、申し込み期限

が短い中で、最善の計画で予算要求しておりまして、その間でこういう計画をつくったわ

けでございますが、私の思いとしましては、先ほど田渕議員がおっしゃったように、単に

原因だけで終わるんじゃなくて、こういうふうにやるべきやという結論まで出たようなも

のの計画ができればいいなと思っています。 

 ただ、ちょっとまだ私も勉強不足なので、どこに委託するかとか、どういう内容で委託

するかというのは、これからいろんな専門家の方に相談しながら決めていきたいと思って

おります。今は、まだ、現時点ではお話しできませんが、協議会を立ち上げる予定でござ

いまして、その中には緑地計画の専門家の方とかも数名入れる予定をしております。 

 これでよろしいでしょうか。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今の意見で、今のところ恐ろしくアバウトな５，０００千円とい

う予算で、ほかの予算に比べてみたら、この地方創生の予算って、後ろに零があって端数

のない、非常に大まかというか、アバウトな予算が多いんですけどもね。先ほど谷口議員

が言っておられましたように、ほかのところで余ってきたところは減額するつもりでも、

増額するところは増額するんやということで、議員の研修費を言ったら随分ときついこと

言われたって、議長がいささかお怒りのようだったんで、そのことに比べてみたら、この

地方創生というのは余りにも我々に説明がないやないかと。こういうお話もどこかであり

ましたんで、その旨も伝えておきますけれども、肝心なところ、今、西山統括官が言われ

ましたように、やっぱり前にある松林の再生計画をにらみながら、これとあれと符合、違

ったものにならんようなことにしていただきたいというのが、まず１つ。 

 それと、きっちり富栄養化を防ぐということを、どこの業者に頼むというのはまだわか

っていないという中では、そこまでこっちが要求するのは無理かもわかりませんけれども、

少なくとも予算を承認しなさいということで来ている手前、きちんとそこのところだけは、

あやふやな、５，０００千円使って、はい、終わりですよというんじゃなしに、美浜町の
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将来につながるような再生計画、修正してくださっても結構ですので、全体につながるよ

うな話であって、そんな計画にしていただきたいと思います、承認しますので。 

 それともう一つ、これは提案でございますけれども、地方分権の中で、私は３月議会の

ときちょっと資料を示したことがあると思うんですけれども、松林というのは、昨年度で

したか、京都の天橋立に行ったときも、結局同じことで悩んでいるんです。というのは、

保安林になったら広葉樹がふえてくる。広葉樹はやっぱりそやから切れんという話があっ

たんです。 

 でも、最近、いわゆる特区というんか、そこのまちが国に実際問題そういう書類を出し

て、うちとこの松林はうちとこの地方がポリシーを持ってきちんとやっていくんで、ここ

だけは大目に見なさいと。私は、何か長崎で坂の角度は１５度から１７度まで許すとかい

う話をちょっとしたことがあったと思うんですけれども、そういうことを国のほうが認め

てくれるらしいんで、できたらそこまで、ほんまの地方分権で、私とこの松林は私が管理

する。もちろん国のものではないんですけれども、そういう広葉樹も何でも、町の松林の

ためになるんだったら、うちとこで切りますよというような、そこまで申請してやってい

けんものかなという何か希望を持っています。そのことも頭の隅に入れておいてほしいと

思います、この５，０００千円の認定をする以上。そこら辺について頭の中に入れておい

てくれたらそれでいいんですけれども、何か意見があったら言ってくださっても結構です。 

○議長（髙野正君） 地方創生統括官。 

○地方創生統括官（西山巨章君） 田渕議員、非常に、思いは同じでございまして、実は

私も、偶然なんですけれども、昨年末だったかな、天橋立に家族でというか、妻と２人で

行ったんですけれども、そのときに松林を歩きまして、まずはきちっと保全されているな

というんで感動して、後半たまたま見たのが、ロープで囲っているところがありまして、

何でかなと見たら、天橋立の松林を守る会という看板と同時に、土壌の実験とかいうふう

なコーナーがあったんですよ。実は、それを見てすごい感動して、それでこのアイデアを

入れて、すみません、産業建設課のことをもうちょっと見ますけれども、それで出した案

でございますので、またもし時間があったら後でゆっくりお話ししたいんですけれども、

多分思いは同じやと思いますので、今後ともご協力のほうよろしくお願いいたします。 

○議長（髙野正君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） 大変小さな話で悪いんですけれども、地方創生事業のさっきの工

事請負費のところで、ＬＥＤ照明設置工事というところに５，０００千円ありますが、多

分これは、もうわかってあるんやけれども、吉原公園の整備のＬＥＤの照明だと思います。

そしたら、これは今、細かい話なんですけれども、電気代というのは地域でお金を出して

いるんですよね。それで、吉原公園やさかいに、ＬＥＤやから安いと思うんやけれども、

幾つつくかによって、吉原のほうにその電気代が回ってくるのか。女性としたら細かいと

ころですが、ちょっと気になるんで、幾つつける予定であるかというのと電気代をどのよ

うに今のところは考えておられるかというところをちょっと教えていただきたいです。 
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○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えします。 

 これは吉原公園のＬＥＤではございません。吉原公園周辺のＬＥＤの整備ということで

ご理解いただきたいなと思います。それで、今、ちょっと数については、やはり公園付近

の明るさを保つために、まだどれだけの数というのはなかなか言えないところであるんで

すけれども、概略的な見積もりはとっております。ただ、確定しておりませんので、ちょ

っと数についてはご容赦願いたいなというふうに思います。 

 それと、費用につきましてですけれども、これも吉原公園ではございませんので、吉原

公園周辺になりますので、そこは町の部分で費用は持っていきたいなと思っています。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 歳入のほうで、ちょっと聞いておかないかんなと思っているんで

すけれども、一番最後の町債のところなんです、民生費の友遊クラブの学童保育の。これ

は、借りかえというんか、当初は除却債で借りるという話が公共施設等適正管理云々とい

うほうに借りかえるというんか、これになったと言いました。 

 ごめんなさい、除却債というのは、利息というんか、そこら辺は何％で、こっちのほう

はどういうことで、こっちが有利やという、そこのところをちょっと説明していただきた

いんですけれども。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） お答えします。 

 友遊クラブの解体撤去工事の起債を結果的に振りかえという形になっているんですけれ

ども、単に名前が変わっただけでございます。利率がこちらがいいからこっちにかえたと

かいうことではなくて、当初、一般単独除却債というふうな名称ではないだろうかという

ことで予算計上していたんですけれども、昨年つくりました公共施設等総合管理計画に基

づいて、施設の集約化であったりとか、コンパクトにやりかえたりとかいう、そういう一

連のメニューについての記載が公共施設等適正管理推進事業債という名前に一本化されま

したんで、借りる内容は同じなんですけれども、一般単独除却債という名前を使っていた

のを正式な記載の名称に変えたということでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） いいですね。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 教育費のほう、まだ余り、前のほうばっかりいっているんで、後

ろのほうにいったら悪いんかなと思ってたんですけれども、中学校費で、賃金の一覧で、

県のほうからこの５１０千円の補助があったという話だったんですけれども、最初からこ

んなん見つかってなかったんかなという思いがあるんで、ちょっとそこのところをもう少

し深く説明していただきたいなという思いが１つ。 

 もう一つ、ついでに聞いておきます。 

 こども園で、扶養手当とか期末勤勉手当の何がございます、共済組合の。ところが、こ
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の職給の異動がございませんよね。職給は多分これはパソコン打ち込んだ中にはなかった

ので、職給のほうの何がないのに、人事異動で扶養手当とか期末勤勉手当という、こっち

の補正だけがなぜ出てくるんかなと、ちょっと疑問に思ったんで、この２点について説明

をお願いします。 

○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（西端成太郎君） 田渕議員にお答えします。 

 私のほうから中学校の５１０千円のほうのお答えをいたします。 

 従来、県のほうから定数以外の加配の教員というのを何名かいただいております。年度

末の交渉でこれが決まるんですけれども、例年、非常勤の方を、非常勤というのは、つま

り週１５時間の方です。１日にすれば３時間働く方、そういうのは最低限としていただい

ているんですが、年によってはそれが１日分の人がもらえる場合もあります。 

 今シーズンは、たまたまというか、ここ二、三年続いているんですが、１日分の人をも

らえました。ただ、半分の人というお達しがあった場合には、半分の人ももらって、その

人に１日の３時間のあとの５時間を町で雇って、町で働いてくれることになれば、その分

を町で補塡をしてということになっておりました。たまたまことしは１日分が交渉の末も

らえたので、これはかえさせていただくということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） ひまわりこども園の人件費の補正についてご説明いたしま

す。 

 確かに人事異動がない部分については給料等人件費の補正が出てくるケースというのは

普通はないんですけれども、ここにつきましては、異動ではないんですが、ひまわりに勤

める職員さんの扶養人数がふえた。子どもであったりとか、そういう部分でふえたことに

よります。 

 扶養手当がふえると、それに伴って勤勉手当がふえますし、共済の負担金もふえるとい

うことで、ここ以外にもあと２カ所ぐらいあったと思うんですけれども、子どもさんがで

きたんでとかいう形で、扶養手当がふえた部分がございます。そういう関連での補正でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 納得できました。 

 ついでに一番最後の元金の償還金のところなんですけれども、６３０千円増額したとい

う話ですけれども、ちょっと細部説明を聞かせてもうたら、利子が減ったのでという話が

あって、元金がふえたのでという話だったんですけれども、細部説明を聞かせてもらって

いる中では、何で減ったら元金がふえるんかなと、意味が全く理解することができません

でしたので、ちょっとここら辺、もう一度、６３４千円がふえた理由というもののご説明
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をお願いします。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 公債費の元金の増額についてご説明いたします。 

 細部説明にもありましたように、平成１８年に借りました臨時財政対策債、それと減税

補塡債、この起債はちょっと特殊でありまして、２０年で償還なんですけれども、１０年

目に利率見直しというふうな仕組みになっている起債です。ここ数年、毎年のように６月

に出させてもらっているんですけれども、今回は平成１８年に借りた臨時財政対策債と減

税補塡債でございまして、その当時１．６％の年利で借りた起債が１０年目の利率見直し

の時期になりましたので、今回借りかえをするというふうな形になります。今、低金利で

すので、当時年１．６％で借りた起債が０．０１％で今回借りかえできることになります。

もともとの償還方法というのが元利均等払いというやり方ですので、利率が下がって利子

が下がるんで元金がふえると。 

 細かく言いますと、本当言うと利子をそしたら減らさなならんのと違うんかというのが

理屈なんですけれども、利子の場合は、例えば繰越事業とかで年度途中で借り入れるケー

スとかもあるので、元金は割とかちっとした数字で予算化するんですが、一時借り入れな

んかもあり得るので、利子のほうはある程度幅を持たせた予算化をしていますので、今回、

利子が減ったことによって、元金だけふやさせてもらって、利子のほうは減額しないとい

う補正をさせていただいているという説明になります。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） いいですね。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第６号 平成２９年度美浜町一般

会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

 再開は１３時３０分です。 

午前十一時三十四分休憩 

   ―――・――― 

午後一時三〇分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 日程第７ 議案第７号 平成２９年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
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についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第７号 平成２９年度美浜町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）につきまして細部説明を申し上げます。 

 今回お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算総額から、それぞれ１，５２９千円

を減額し、補正後の歳入歳出予算総額を１２億１３，７０６千円とするもので、４月の人

事異動に伴う人件費の調整でございます。 

 まず、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページ、繰入金、一般会計繰入金は、一般会計からの事務費繰入金１，５２９千円の

減額でございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 ８ページ、総務費、総務管理費、一般管理費で、給料、職員手当等、共済費、退職手当

負担金合わせて１，５２９千円の減額は、人事異動に伴う人件費の減額でございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第７号 平成２９年度美浜町国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されました。 

 日程第８ 議案第８号 平成２９年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第８号 平成２９年度美浜町公共下水道事業特別会計補正

予算（第１号）につきまして細部説明を申し上げます。 

 今回お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１１３千円を追

加し、補正後の歳入歳出予算の総額を１億３４，２８９千円とするものでございます。 

 ６ページの歳入からご説明いたします。 

 繰入金は、一般会計繰入金と基金繰入金２，８５３千円の振りかえでございます。受益

者負担分を本年度の起債償還に充当するために基金を取り崩すものでございます。 

 繰越金、前年度繰越金は１１３千円の追加でございます。 
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 次に、８ページの歳出についてご説明いたします。 

 公債費、利子については、償還金に充てる財源の振りかえでございます。 

 基金積立金、下水道事業基金積立金１１３千円の追加は、前年度繰越金を積み立てする

ものでございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第８号 平成２９年度美浜町公共

下水道事業特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されました。 

 日程第９ 議案第９号 平成２９年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第９号 平成２９年度美浜町介護保険特別会計補正予算

（第１号）につきまして細部説明を申し上げます。 

 今回お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１，０９１千円

を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を８億５１，７５３千円とするものでございます。 

 ６ページの歳入からご説明いたします。 

 繰入金、一般会計繰入金、事務費繰入金は１，０９１千円の追加でございます。 

 次に、８ページの歳出についてご説明いたします。 

 総務費、総務管理費、一般管理費１，０９１千円の追加は、４月の人事異動に伴う人件

費の調整でございます。 

 保険給付費のうち、介護サービス等諸費と介護予防サービス等諸費の間での８００千円

の振りかえについては、要支援の認定の方が地域密着型介護予防サービスを利用すること

になり、当初予算でこれを見込んでいなかったため、振りかえするものでございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。ありませんか。 



平成２９年美浜町議会第２回定例会（第４日） 

 

 

 
138 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第９号 平成２９年度美浜町介護

保険特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されました。 

 日程第１０ 議案第１０号 工事委託契約の締結についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第１０号 工事委託契約の締結につきまして細部説明を申

し上げます。 

 平成２９年度においての日高港（西川地区）漁船係留施設整備事業につきましては、本

年度より新たに下流側係留施設に係る防波堤等の建設工事を予定しているところでござい

ます。 

 この整備事業につきましては、和歌山県との間で、平成２５年４月１日付で締結してい

ます日高港（西川地区）漁船係留施設整備事業に関する覚書に基づき、建設工事及びそれ

に付随する業務の施工とその費用について、毎年度、協定書を締結し、県に委託して実施

してきているものでございます。 

 工事の委託に係る契約書の締結に関しましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであり、

委託する金額１億７５，０００千円につきましては、鋼管矢板等の製作や打設及び上部コ

ンクリート工など全額工事費として予定しているところであり、その相手方は、和歌山県

和歌山市小松原通１丁目１番地、和歌山県知事でございます。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） このことについて、とにかくそんな疑問があるわけじゃないんで

すけれども、町がする工事について県に委託して県にやってもらうという形なんです。そ

の中には、河川、港湾という特別な関係もあるんでしょうけれども、２億弱ぐらいのもの

だったら、町でもこれぐらいの工事をする力ぐらいは持っているんと違うんかなという思

いもあるんです。 

 それで、一番肝心な聞きたいこと。結局、西川河川とか何とかで、これは県の工事です、

こうしますということあるけれども、県のほうから、もうこれだけのお金で町でやってく

れよという、逆バージョンというのは考えられるのか。今まで、こういうパターンそのも

のは、港湾で、今までなかったわけで、初めて見るパターンなんで、それを全く逆に、補

助金とか何とかで幾らで町がもうやってくれよというようなこともあり得るんですか。そ

れとも、それは絶対補助金とかじゃなくて現金であるんですか。 
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 まず、ちょっと整理しときます。この原因というか、委託する理由というのは、工事能

力の問題なんでしょう。違ったら言ってください。ほんでまた、その逆のパターンってあ

り得るんですか。向学のために教えていただきたいと思います。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） 自治体間でこういう工事をどちらかが施工するというと

きにおいて、協定書を締結して実施すべきものである。このことからしますと、逆のパタ

ーンも十分理論上あり得ます。 

 もう一点、２点目なんですけれども、逆に町のほうで、この係留施設を実施できないか

というご質問かと思います。当時、私は、この事業が事業化される前のいろいろな関係機

関、和歌山県さん、防衛省さん、漁業者さんも含めた中での数々の調整事項があったよう

に聞いております。その中で、事業主体は町、それから施工は和歌山県というふうなこと

で、４者が落ちついたようにと、僕は判断してございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） よくわりました。 

 そこでですけれども、逆のパターンがあり得るというような話なんですけれども、前提

のない中で、こんな質問をするのも非常に答えにくいんかもわかりませんけれども、県が

町に委託してくるケースというのはどんな場合なんでしょう。例えば、全然世界が違うん

かもわりませんけれども、国会議員の選挙、県会議員の選挙がある。それは町に１００％

委託したような感じですよね。ああいうものと同じになるんか。何か具体的に実際こんな

ケースにそういうことが起こり得ますよというようなわかりやすい例があったら説明して

いただけたらありがたいんですけれども、わかりませんか。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） 申しわけございません。理論上と申し上げさせていただ

きました。近隣、県下の実例については、すみませんが、把握してございません。申しわ

けございません。 

○議長（髙野正君） ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第１０号 工事委託契約の締結に



平成２９年美浜町議会第２回定例会（第４日） 

 

 

 
140 

ついては、原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 

 本日付で、町長から、議案第１１号 工事委託契約の変更についての議案が提出されま

した。 

 お手元に配付のとおりです。 

 これを日程に追加し、日程の順序を変更し、直ちに議題にしたいと思います。ご異議あ

りませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１１号 工事委託契約の変更についてを日程に追加し、日程の順序

を変更し、日程第１２として直ちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第１２ 議案第１１号 工事委託契約の変更についてを議題とします。 

 本件について提案理由説明を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） 追加議案として提案いたしました議案につきまして提案理由を申

し上げます。 

 議案第１１号は、工事委託契約の変更についてでございまして、平成２８年度における

日高港（西川地区）漁船係留施設整備事業が今月末をもって完成する予定であり、平成

２８度分の全ての事業費が確定することとなりますので、和歌山県との間の委託契約額を

減額変更するものでございます。 

 何とぞよろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（髙野正君） 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第１１号 工事委託契約の変更につきまして細部説明を申

し上げます。 

 平成２８年度における日高港（西川地区）漁船係留施設整備事業につきましては、平成

２８年６月議会において１億２０，０００千円で議決をいただき、同日付で和歌山県と協

定書を締結の上、委託して建設工事等を進めてきているところでございます。 

 平成２８年度からの繰越予算に係る工事が平成２９年６月３０日をもって完成する予定

であり、このことにより平成２８年度分の全ての事業費が確定することとなりますので、

和歌山県との間で締結している協定書の中の金額を１億１７，６９８，２４８円に減額変

更し、事業費の精算を行う必要があるため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定によ

り、議会の議決をお願いするものでございます。 

 補足といたしまして、議案第２号の細部説明でも申し上げましたように、上流側の係留

施設につきましては、和歌山県の工事完成検査を経た後、美浜町に引き渡され、供用が開

始されることとなります。 

 以上で細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 
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○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第１１号 工事委託契約の変更に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 日程第１１ 議員派遣の件についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、地方自治法第１００条第１３項及び美浜町会議規則第１２８

条の規定によって、お手元に配付しています議員派遣の件のとおりと決定することにご異

議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件については、お手

元に配付しています議員派遣の件のとおりと決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午後一時四十八分休憩 

   ―――・――― 

午後一時四十九分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま各委員長から、委員会の閉会中の継続審査及び調査について申出書が提出され

ました。これを日程に追加し、議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、委員会の閉会中の継続審査及び

調査についてを日程に追加し、追加日程第１３として議題とすることに決定しました。 

 追加日程第１３ 委員会の閉会中の継続審査及び調査についてを議題とします。 

 各委員長から、目下、委員会において審査及び調査中の事件について、会議規則第７５

条の規定によって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査及び調査の申

し出があります。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査とすることにご異議ありま

せんか。 



平成２９年美浜町議会第２回定例会（第４日） 

 

 

 
142 

○議員 「異議なし」 

○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し出のとおり、

閉会中の継続審査及び調査とすることに決定しました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 平成２９年美浜町議会第２回定例会を閉会します。 

午後一時五十一分閉会 

 お疲れさまでした。 


